
国産飼料資源活用促進総合対策事業のうち 
    粗飼料の効率的な利用促進（拡充） 

放牧牛貸付制度構築事業 
（自給飼料増産緊急対策） 

 
１ 事業の目的 

配合飼料価格の高騰等の厳しい環境下においても安定して肉用牛資源を維持・拡大していくた

めには、点在する耕作放棄地や条件が悪い地域、高齢者が所有する牛について放牧により積極的

に活用していくことが重要となっている。 
このため、放牧意欲のある農家に対し放牧経験牛の貸出し（レンタカウ）を行う仕組みを地域

に構築することにより、土地・牛の資源を有効活用し、肉用牛資源の維持・拡大に資するものと

する。 
 
２ 事業の内容 
（１）レンタカウ推進中央委員会の開催 

レンタカウ制度を推進しようとする地域協議会による中央委員会を開催し、制度の円滑な実施、

地域協議会の指導、地域間の事業実施の調整を行う。 
 
（２）地域レンタカウ協議会の開催 

事業実施主体が、地域において生産者団体、試験研究機関、普及組織、行政等からなる協議会

を開催し、制度の構築、地域内指導及び事業の実施について協議する経費に対し、助成する。 
 
（３）レンタカウ制度の構築・実証普及 

事業実施主体が、地域レンタカウ協議会が行う次の活動に必要な経費について助成する。 
① 事業への参加促進活動 
＜補助対象＞ 
指導旅費、放牧保険料、現地研修会等 

② レンタカウ候補牛の選定・育成及び貸付調整のための活動 
＜補助対象＞ 
旅費、放牧馴致経費、候補牛導入費、放牧関連器具整備費等 
＜要件等＞ 
・事業による候補牛の導入については、１０頭以内であること 
・事業により導入した候補牛は、償却期間の大半を放牧模範牛として供用されること 

③ 放牧未経験地区への制度普及のためのモデル実証 
＜補助対象＞ 
指導旅費、電気牧柵・給水設備等整備費等 

 
３ 事業実施主体 

(社)日本草地畜産種子協会 
 
４ 事業実施期間：平成20～21年度 
 
 
 



 

○○県レンタカウ協議会
（県、畜産試験場、市、ＪＡ）

現状の把握

・放牧の必要な畜産
経営のリストアップ

・ほ場管理労働力が
不足している集落

候補牛（協議会有）
の放牧トレーニング

放牧牛（農家有）
バンクリストの作成

地域の

合意づくり

・放牧方法等
の提示、合意
づくり

実証展示

・模範牛（協議会
有）を使った模範
放牧
・管理方法の指導

理解醸成

・環境評価の実施
・見てもらって理解を
得る

（課題）

・高齢化・担い手不足によりほ場の
管理能力の低下

・耕作放棄地の増加

（課題）

・経営安定、低コスト生産（粗飼料

確保）

・高齢化・増頭等で管理能力を超

える頭数の発生

畜産側 耕種側

放牧に対する牛の事故・損耗の不安
・放牧の経験がないが大丈夫か
・第三者に管理をまかせることが不安

放牧未実施地域の不安
・臭いや水質汚染はないのか
・脱柵して畑を荒らさないか

畜産・耕種双方の課題の解決

放牧牛貸付制度構築事業の取組例

・管理できない牛を放牧用レンタ
ルで維持
・耕作放棄地を借りて低コストな
牛の放牧管理

・放牧契約の締結
・電気牧柵などインフラの整備

レンタカウ活用による
放牧の実現

 
 


